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概要 

LV5068V は 1ch 降圧型スイッチングレギュレータです。動作電流は約 80μA であり、低消費電力を実

現している。 
 

機能 

・1ch ショットキー整流 IC コントローラ ・軽負荷モード電流の代表値 80μA 
・パルス-バイ-パルス方式の OCP 回路内蔵 

・パルス-バイ-パルスが連続で発生した際に HICCUP 動作に移行 

・C-HICCUP 端子を GND にすることで過電流時ラッチオフ 

・発振周波数は外部端子で設定可能。発振周波数は 300KHz～2.2MHz 

・UVLO、過熱保護（TSD）内蔵 ・外部信号による同期運転 
 

最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧 VINmax  45 V 

PDR,HDRV,RSNS

ILIM, EN, PG 

 VIN V 

VIN-PDR 間  6 V 

REF  6 V 

許容端子電圧 

SS,FB,COMP,RT 

C-HICCUP,SYNC 

 REF V 

許容消費電力 Pd max 指定基板付き ※1 0.74 W 

動作周囲温度 Topr  -40～+85 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  -55～+150 ℃ 

※1：指定基板 114.3mm×76.1mm×1.6mm3 ガラスエポキシ基板 

 

 

 

 

推奨動作条件/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 規定値 unit 

電源電圧範囲 VIN  4.5～40 V 

 

Bi-CMOS 集積回路 

低消費電力・高効率 
ステップダウンスイッチング 
レギュレータコントローラ 

注文コード No.NA1875 

http://onsemi.jp 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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電気的特性/Ta=25℃,VIN=15V 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

【基準電圧部】 

内部基準電圧 Vref  1.241 1.260 1.279 V 

Pch Drive 電圧 VPDR IOUT=0～-5mA VIN-5.5 VIN-5.0 VIN-4.5 V 

【三角発振器部】 

発振周波数 FOSC RT=470kΩ 280 330 380 KHz 

【ON/OFF 回路部】 

IC 起動電圧 Vcnt_on  1.5  VIN V 

ディセーブル電圧 Vcnt_off  0  0.3 V 

【ソフトスタート回路部】 

ソフトスタート・ソース電流 Iss_SC EN>1.5V 1.3 2.0 2.7 μA 
ソフトスタート・シンク電流 Iss_SK EN<0.3V,SS=4V 1.0 1.6 2.2 mA 

【UVLO 回路部】 

UVLO ロック解除電圧 VUVLON FB=COMP 3.3 3.7 4.1 V 

UVLO ロック電圧 VUVLOF FB=COMP 2.5 2.9 3.3 V 

【誤差増幅器】 

入力バイアス電流 IEA_IN  -100 -50 100 nA 

エラーアンプ利得 GEA  100 250 400 μA/V
出力シンク電流 IEA_OSK FB=1.75V -40 -20 -10 μA 
出力ソース電流 IES_OSC FB=0.75V 10 20 40 μA 
【過電流リミッタ回路部】 

基準電流 ILIM1  48.4 55 61.6 μA 
過電流検出コンパレータ 

オフセット電圧 

VLIM_OFS  -5  +5 mV 

RSNS 端子入力範囲 VRSNS  VIN-0.175  VIN V 

ヒカップタイマ起動サイクル NLCYCLES   15  cycle

ヒカップコンパレータ 

スレッショルド電圧 

VtHIC  1.2 1.26 1.32 V 

ヒカップタイマ充電電流 IHIC  1 2 3 μA 
【PWM 比較器】 

大オンデューティ DMAX  95   % 

【Logic Output】 

ﾊﾟﾜｰｸﾞｯﾄ“L”時ｼﾝｸ電流 Ipwrgd_L PG=5V 4 5 6 mA 

ﾊﾟﾜｰｸﾞｯﾄ“H”時ﾘｰｸ電流 Ipwrgd_H PG=5V 0  1 μA 
ﾊﾟﾜｰｸﾞｯﾄｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 VtPG  1.0 1.1 1.2 V 

ﾊﾟﾜｰｸﾞｯﾄﾋｽﾃﾘｼｽ VPG_H  40 50 60 mV 

【出力部】 

出力段オン抵抗（上） RONH   3  Ω 

出力段オン抵抗（下） RONL   3  Ω 

出力段オン電流（上） IONH  500   mA 

出力段オン電流（下） IONL  500   mA 

【デバイス全体】 

スタンバイ電流 ICCS EN<0.3V 0  1 μA 
軽負荷モード消費電流 Isleep1 EN>1.5V, 

No Switching 

30 55 80 μA 

サーマルシャットダウン TSD ※2 150 170 190 ℃ 

※2 設計保証 
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外形図 

unit:mm (typ) 
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ブロック図 

 

SANYO : SSOP16(225mil)
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ピン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子機能説明 

端子

番号 
端子名称 端子説明 等価回路 

1 PG パワーグッド端子。 

IC 内部で MOS-FET のオープンドレインが接

続される。FB 電圧が 1.05V 以下になると“L”

を出力する。 

PG

GND  

2 EN ON/OFF 端子。 VIN

GND

EN

 

3 ILIM 電流検出用基準電流端子。 

約55μAの吸込電流が流れる。この端子とVIN

の間に外部で抵抗を接続し、この抵抗の端子

側電圧よりも RSNS 端子に印加される電圧が

低くなると電流リミッタコンパレータが動

作してPchMOSをオフさせる。この動作はPWM

パルス毎にリセットされる。 

 

VIN

GND

ILIM

 

4 VIN 電源電圧入力端子。 

UVLO機能で監視されており、VIN端子が3.7V

以上になると IC は起動しソフトスタート動

作に入る。 

VIN

GND  

5 RSNS 電流検出抵抗接続端子。 

VIN とこの端子の間に抵抗を接続し、MOSFET

に流れる電流を計測する。 

VIN

GND

RSNS

 

次ページへ続く。 
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前ページより続く。 

端子

番号 
端子名称 端子説明 等価回路 

6 HDRV 外付け上側 MOSFET ゲート駆動端子。 

HDRV

PDR

VIN

 

7 PDR 外付 PchMOSFET のゲート駆動電圧。 

VIN とこの間にバイパスコンデンサが必要

になる。 

PDR

GND

VIN

 

8 GND グランド端子。 

各基準電圧はグランド端子電圧を基準とす

る。 

VIN

GND  

9 SYNC 外部同期信号入力端子の兼用端子 VIN

GND

SYNC

 

10 RT 発振周波数設定端子。 

この端子とグランド間に抵抗を接続する。 
VIN

GND

RT

 

11 C-HICCUP ヒカップモード設定用コンデンサ接続端子。

ヒカップモード時の再起動繰り返し周期を

設定する。C-HICCUP 端子を GND に接続する

と過電流時ラッチオフ動作をする。 

VIN

GND

C-HICCUP

 

12 SS ソフトスタート用コンデンサ接続端子。 

約 2μA の電流でソフトスタートコンデンサ

を充電する。 

VIN

GND

SS

 

13 NC ノーコネクト（NC）端子。  

次ページへ続く。 
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前ページより続く。 

端子

番号 
端子名称 端子説明 等価回路 

14 COMP 誤差増幅器出力端子。 

COOMP端子とGND端子の間に位相補償を接続

する。 

本ICは電流モード制御のDCDCコンバータで

すので、COMP 端子電圧で出力電流の大小を

知ることができる。COMP 端子電圧によって、

間欠（省電力）モードと連続モード動作を切

り替える。COMP 端子は、約 0.9V と比較する

起動コンパレータ(int.comp)が接続されて

おり、COMP 端子電圧が 0.9V 以下で間欠（省

電力）モード、約 0.9V 以上で連続モードと

なる。 

VIN

GND

COMP

 

15 FB 誤差増幅器反転入力端子。 

この端子電圧が 1.26V になる様にコンバー

タは動作する。出力電圧を外部で抵抗分割し

た電圧を印加すること。 

VIN

GND

FB

 

16 REF IC 内部の基準電圧。 VIN

GND

REF
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